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究」（基盤研究 C 一般 課題番号：17K04724 平成29年度から令和2年度）の 終
報告書として作成されたものである。 
















































































































察から素描し、後述する PLCs や AVID などの学力保障に関する取り組みの様子や、


















































































9月4日（月） ノースカロライナ州ブルンズウィック郡リランドミドル 校長と面談 
9月5日（火） リランドミドル 「専門職の学習共同体（PLCs）」見学 
9月6日（水） リランドミドル  ELA、数学、社会科、理科の授業見学 



















格差関連の成績データや PLCs のヒアリング 
9月18（水） リランドミドル AVID 関連のインタビュー、授業見学 































































































 言語技術 数学 理科 社会 
6年生 9/18,1限 9/17,7限 9/17,4限 9/17,7限 
9/18,7限 
7年生 9/18,1限 9/18,4限 9/18,2限  








































2015年12月10日にはESEA(Elementary and Secondary Education Act)の再改定とし






















































様が影響している」（Endacott et al2016）、「Pathway Project と呼ばれる「書く力」








































































Leland 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
reading 66.20% 67.10% 66.00% 38.30% 51.00% 50.30% 46.90%
m ath 77.60% 77.10% 76.70% 22.30% 31.90% 36.10% 39.00%
State 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
reading 70.10% 70.70% 71.20% 43.90% 56.30% 56.30% 56.90%
m ath 81.80% 82.40% 82.80% 42.30% 51.00% 52.20% 54.70%
E.D . 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
Leland 53.60% 51.30% 51.10% 13.70% 43.60% 36.40% 39%
State 52.10% 53.30% 54.20% 17.40% 41.40% 41.60% 44.10%




授業 ELA 数学 理科 社会 
6年生 9/7(AVID) 9/7(elective) 9/7 9/6(AVID) 
7年生 9/5, 9/6(Ad) 9/6 9/5 9/7 
8年生 9/5 9/7(Ad), 9/7 - 9/7(AVID) 
PLCs ELA 数学 理科 社会 
6年生 9/5 9/6 9/5 9/6 
7年生 9/5 9/6 9/5 9/6 


















































































































































































































スパニック2人 黒人4人 男子7人 女子7人）では、生活体験に基づく復習が行われてい
た。遊園地の収入について、観覧車とメリーゴーランドではどちらが多いかという質問か


























AVID（Advancement Via Individual Determination）とは、学力格差を縮め、大学進
学準備をすることを目的とするプログラムである（新谷2015）。WICOR（Writing to 























































事な情報 information focus、位置Compass&Cardinal direction、キーワードKey、交易
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新谷龍太朗「共通コア州スタンダーズの開発プロセス及び内容－中学校学習指導要領との比較を踏
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1.  問題提起 
 















（American Recovery and Reinvestment Act of 2009）」の一環として競
争的基金「頂点への競争（Race to the Top）」を設定し、これまで州ご
とに設定されていたスタンダードを引き上げるために、「共通コアスタン












とに異なる教育スタンダードを引き上げることにあり、2014 年 1 月時点

































2015 年に立法化された「全生徒達成保障法（The Every Student Succeeds 













業や全米教育協会が加わった「21 世紀スキル協同事業（Partnership for 
21st Century Skills: P21）」や、コモンコアの中で基準とされる「大学
及び職場で活躍できる力（College and Career Readiness: CCR）」とい
う能力観が示されていると指摘する（同書 pp.22-23、 119-123）。P21 が

































を支出し、AFT や NEA などの教員組合や、全米商工会議所などの様々な
政治的主張を持つ団体に働きかけ大学や教育研究所の支援を通じて、コ






ゲイツ財団は、2006 年から高等教育に対して合計 4.7 億ドルを支出し










に 150 万ドル、2016 年には 670 万ドルの支援をしていることを指摘し、
































れる 1 2 )。 
診断的評価を行った後、教員たちが集まってどのようなつまずきがあ
るのかを分析し、フィードバッククイズを作成したり、折り紙を用いた
幾何学のグループ課題を試行する様子が紹介されている 1 3 )。  


























3.  授業観察の結果 
 
3.1 調査校の概要  
授業観察は、米国ノースカロライナ州の東南部にあるブルンズウィッ
ク郡リランドミドル校で行った。6 年生から 8 年生（中学 2 年に相当）




























授業案の流れは、「2 つの数について考える」個人課題が 20 分、全体説
明が 15 分、生徒の反応の例示をもとにする全体討議 1 が 15 分、小グル














全体討議 1 では、生徒の解答例について議論される。図 1 では、8 と


































































3.3 授業観察 6 年生 「約数と倍数を見つけよう」 

















る。ヒスパニックの男子は、「これが答えだよね」と、12 と 16 を 4 でわ
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Evaluation,  Standards,  and Student Testing (CRESST) 2015 
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第 三 章  リ ー デ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ の 取 り 組 み
と コ モ ン コ ア の 影 響  
−米 国 チ ャ ー タ ー ス ク ー ル の 6 年 生 の 授 業 観 察 か ら − 
 
 
1 .  問 題 関 心  
 
 平 成 2 9・ 3 0 年 度 に 改 定 さ れ た 学 習 指 導 要 領 で は 、「 社 会 に 開
か れ た 教 育 課 程 」の 重 視 や 、知 識 及 び 技 能 の 習 得 と 思 考 力 、判
断 力 、表 現 力 等 の 育 成 の バ ラ ン ス を 重 視 し つ つ 知 識 の 理 解 の 質
を さ ら に 高 め る こ と が ね ら い と さ れ て い る 。言 語 能 力 の 確 実 な
育 成 に つ い て は 、意 見 と 根 拠 、具 体 と 抽 象 を 抑 え て 考 え る な ど
情 報 を 正 確 に 理 解 し 適 切 に 表 現 す る 力 の 育 成 、各 教 科 等 に お け
る 言 語 活 動（ 実 験 レ ポ ー ト の 作 成 、立 場 や 根 拠 を 明 確 に し て 議
論 す る こ と な ど ）の 充 実 が 挙 げ ら れ て い る（ 文 部 科 学 省 ホ ー ム
ペ ー ジ  「 平 成 29・ 3 0 年 度 改 定  学 習 指 導 要 領 、 解 説 等 」「 幼
稚 園 教 育 要 領 、小・中 学 校 学 習 指 導 要 領 等 の 改 定 の ポ イ ン ト 」）。 
学 習 指 導 要 領 解 説 で は 、総 説 に お い て 、人 工 知 能 の 飛 躍 的 な
進 化 が 生 じ た と し て も 、思 考 の 目 的 を 与 え 、目 的 の よ さ ・ 正 し
さ・美 し さ を 判 断 で き る の は 人 間 で あ る と い う 認 識 が 示 さ れ て
い る 。そ し て 、変 化 に 積 極 的 に 向 き 合 う こ と 、他 者 と 協 働 し 課
題 解 決 す る こ と 、様 々 な 情 報 を 見 極 め 、情 報 を 再 構 成 し て 新 た
な 価 値 に つ な げ る こ と 、複 雑 な 状 況 変 化 の 中 で 目 的 を 再 構 築 す
る こ と が で き る 子 ど も の 育 成 が 求 め ら れ る と さ れ る 。  
 こ れ を 受 け 、 小 学 校 国 語 編 の 解 説 （ 平 成 29 年 告 示 ） で は 、
国 語 科 の 改 定 の 趣 旨 及 び 要 点 に つ い て 、次 の よ う に 述 べ て い る 。
PI S A 2 0 1 2 の 結 果 か ら は 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 上 の 複 数 の 画 面 か ら
情 報 を 取 り 出 し 考 察 す る こ と に 慣 れ て い な い こ と が 課 題 と さ
れ る 。全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 等 の 結 果 か ら は 、文 の 主 語 を 捉
え る こ と 、文 の 構 成 を 理 解 し た り 表 現 の 工 夫 を 捉 え た り す る こ
と 、目 的 に 応 じ て 文 章 を 要 約 し た り 複 数 の 情 報 を 関 連 付 け て 理
解 を 深 め た り す る こ と が 課 題 と さ れ る 。  
そ こ で 、「 国 語 で 正 確 に 理 解 し 適 切 に 表 現 す る 資 質 ・ 能 力 」を
育 成 す る た め に 、知 識 及 び 技 能 と し て「 言 葉 の 特 徴 や 使 い 方 に
関 す る 事 項 」「 情 報 の 扱 い 方 に 関 す る 事 項 」「 我 が 国 の 言 語 文 化
に 関 す る 事 項 」 を 、 思 考 力 、 判 断 力 、 表 現 力 等 と し て 「 話 す こ
と ・ 聞 く こ と 」「 書 く こ と 」「 読 む こ と 」 と い う 目 標 及 び 内 容 の
構 成 で 、 ① 語 彙 指 導 、 ② 情 報 の 扱 い 方 、 ③ 学 習 過 程 の 明 確 化 、
「 考 え の 形 成 」 の 重 視 、 ④ 我 が 国 の 言 語 文 化 、 ⑤ 漢 字 指 導 、 の
改 善 充 実 に 取 り 組 む こ と と さ れ る 。ま た 、学 習 の 系 統 性 の 重 視 、
授 業 改 善 の た め の 言 語 活 動 の 創 意 工 夫 、読 書 指 導 の 改 善 ・ 充 実
47
 
が 目 指 さ れ て い る 。  
以 上 の よ う な 日 本 の 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 を 概 括 す る と 、 総 説
で は 、情 報 リ テ ラ シ ー の 向 上 と 、考 え を 読 み と り 関 連 づ け て 再
構 成 す る 力 、 学 ぶ 過 程 ・ 考 え る 過 程 が 重 視 さ れ て い る こ と や 、
他 教 科 で の 言 語 活 動 の 土 台 と し て 国 語 科 が 位 置 付 け ら れ て い
る 様 子 が わ か る 。た だ し 、国 語 科 は 、自 然 科 学 や 社 会 科 学 の 視
点 か ら 理 解 す る こ と を 直 接 の 学 習 目 的 と す る の で な く 、言 葉 そ
の も の を 学 習 対 象 と し て い る 、と そ の 固 有 性 も 主 張 さ れ る 。学
習 指 導 要 領 の 総 説 で は 、 PI S A な ど の グ ロ ー バ ル 市 場 が 求 め る
「 リ テ ラ シ ー 」に 象 徴 さ れ る 学 力 観 が 示 さ れ て い る が 、教 科 ご
と の 学 習 指 導 要 領 の 内 容 で は 、国 語 科 固 有 の 学 力 観 や 学 習 指 導
が 示 さ れ て お り 、 完 全 に は 接 合 し て い な い 様 子 も 見 ら れ る 。  
こ れ ら を 包 括 し た 国 語 指 導 の 目 指 す と こ ろ と し て は 、 総 説 で
述 べ ら れ て い る よ う に 、「 思 考 の 目 的 」 を 与 え 、「 目 的 の よ さ ・
正 し さ ・ 美 し さ を 判 断 」 す る 力 、 す な わ ち 、 包 括 的 に 物 事 を み
て 文 脈 を 捉 え 、意 味 を 生 み 出 す 力 で あ ろ う 。そ の た め の 指 導 を
考 え る 際 、米 国 の カ リ キ ュ ラ ム 改 革 に お け る リ ー デ ィ ン グ ・ ワ
ー ク シ ョ ッ プ の 位 置 づ け を 考 察 す る こ と は 示 唆 に 富 む 。  
次 節 で は 、 米 国 の カ リ キ ュ ラ ム 改 革 に つ い て 整 理 し た の ち 、
ル ー シ ー ・ カ ル キ ン ズ の リ ー デ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ の 取 り
組 み に つ い て 紹 介 す る 。次 に 、幼 小 中 一 貫 の チ ャ ー タ ー ス ク ー
ル で の 授 業 観 察 及 び 担 当 者 へ の イ ン タ ビ ュ ー を 通 じ て 、コ モ ン
コ ア に よ る カ リ キ ュ ラ ム 改 革 の 中 で 、リ ー デ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ
ョ ッ プ を 取 り 入 れ た 国 語 指 導 が 、児 童 生 徒 の 学 力 に ど の よ う な
影 響 を 与 え て い る の か に つ い て 考 察 す る 。  
 
2 .  先 行 研 究   
 
2 . 1  米 国 の カ リ キ ュ ラ ム 改 革  
 米 国 で は 、グ ロ ー バ ル 市 場 で 勝 ち 抜 く た め に 必 要 な「 高 次 の
思 考 力 」 を 身 に 着 け る こ と を 目 的 と し 、「 リ テ ラ シ ー 」 と い う
言 葉 で 、他 教 科 の 学 習 内 容 を「 読 み 解 く 」力 が 求 め ら れ て い る 。
各 州 の 教 育 水 準 の 向 上 を 志 向 し て 策 定 さ れ た 共 通 ス タ ン ダ ー
ド （ Co m m o n  C o r e  S t a t e  S t a n d a r d s： 以 下 、「 コ モ ン コ ア 」） に
お い て 、 リ テ ラ シ ー の 領 域 は 、 言 語 技 術 （ En g l i s h  L a n g u a g e  
A r t s： 以 下 、「 EL A」） と 、 各 教 科 で の リ テ ラ シ ー （ 歴 史 、 社 会
科 、 科 学 、 技 術 ） に つ い て 定 め ら れ て い る が 、 全 米 学 力 テ ス ト
（ NA E P） の 8 年 生 （ 中 学 2 年 生 に 相 当 ） の 結 果 か ら 、 情 報 の 読
み 取 り や 根 拠 を 持 っ て 主 張 す る こ と に 課 題 が あ り 、そ の 克 服 が
目 指 さ れ て い る 1 )  。 こ の よ う に 、「 リ テ ラ シ ー 」 を 「 国 語 科 」
だ け に 限 定 し な い 考 え 方 は 、「 読 解 」 の 範 囲 を 限 定 し す ぎ た 学
力 観 へ の 批 判 に 基 づ い た も の で あ っ た 。  
 米 国 で は 、 20 0 2 年 に 立 法 化 さ れ た 「 ど の 子 も 置 き 去 り に し
な い 法 」（ No  C h i l d  L e f t  B e h i n d  A c t  o f  2 0 0 1） で は 、「 Re a d i n g  
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F i r s t」 と 呼 ば れ る 読 解 力 向 上 策 が 取 ら れ て い た 。 こ れ は 、 幼
稚 園 か ら 小 学 3 年 生 ま で を 対 象 に し た 連 邦 政 府 の 取 り 組 み で
あ り 、「 科 学 的 な 根 拠 」 に 基 づ く 取 り 組 み に 対 し て 州 に 基 金 配
分 す る と 言 う も の で あ っ た た め 、学 校 で は 読 解 コ ー チ と 呼 ば れ
る ス タ ッ フ が デ ー タ 分 析 を 行 い 援 助 す る 、な ど の 取 り 組 み が な
さ れ た 2 )。NC L B 法 の 下 で テ ス ト が 強 調 さ れ る に つ れ 、フ ォ ニ ッ
ク ス を 繰 り 返 し 覚 え さ せ 、携 帯 端 末 を 用 い て 個 々 人 の 定 着 を 測
る と い う 行 動 論 的 教 育 方 法 が 再 び 浸 透 し た（ 加 藤 他 、20 0 8 年 ）。
綴 り 字 と 発 音 の 規 則 性 を 重 視 す る フ ォ ニ ッ ク ス が 重 視 さ れ た
こ と か ら 、子 ど も の 生 活 経 験 に 基 づ く 理 解 や 文 章 全 体 の 意 味 を
読 み 取 る こ と を 重 視 す る ホ ー ル・ラ ン グ ウ ェ ッ ジ な ど の 支 持 者
か ら は 批 判 さ れ る こ と も あ っ た 3 )。コ モ ン コ ア で は こ の 議 論 に
立 ち 入 ら ず 、ど ち ら の 立 場 も 取 り 入 れ た も の と さ れ る が 、テ キ
ス ト 分 析 を 重 視 し す ぎ る コ モ ン コ ア の EL A が 新 批 評 的 ア プ ロ
ー チ に 偏 り す ぎ て い る な ど の 議 論 も あ る 。  
 
2 . 2 .リ ー デ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ  
 ニ ュ ー ヨ ー ク 市 に あ る 教 員 養 成 大 学 で 言 語 指 導 の プ ロ ジ ェ
ク ト に 当 た っ た ル ー シ ー ・ カ ル キ ン ズ は 、 NC L B 法 の 下 で 多 く
の 商 業 プ ロ グ ラ ム に 投 資 が さ れ た が 、芳 し い 成 果 は 得 ら れ な か
っ た と し て 、リ ー デ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ の 重 要 性 を 主 張 し
て い る 。  
リ ー デ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ と は 、 中 学 校 で ラ イ テ ィ ン
グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ を 実 践 し て い た ナ ン シ ー ・ ア ト ウ ェ ル が 、
そ の 方 法 を 読 む こ と に 応 用 し て 始 め た も の で あ る（ 古 田 20 1 0、
p . 4 9）。 読 解 力 は 分 解 さ れ た 細 切 れ の 文 の 説 明 を 聞 く だ け で は
向 上 せ ず 、「 読 む こ と は 読 む こ と を 通 し て 学 ぶ 」 と 言 う 考 え か
ら 、 そ の 授 業 は 、 ミ ニ ・ レ ッ ス ン 、 個 人 や 小 グ ル ー プ 活 動 、 カ
ン フ ァ レ ン ス や ガ イ ド 読 み 、振 り 返 り と 共 有 に よ り 構 成 さ れ る 。
ま た 、「 読 む こ と が 苦 手 な 子 ど も た ち ほ ど 、 読 め な い 本 を 手 に
し て い る 」と い う 事 実 か ら 、一 人 ひ と り の 学 習 者 が 自 分 で 選 ん
だ 本 を 読 む 、読 ん だ 本 に つ い て 話 す 時 間 を 確 保 す る 、と 言 う こ
と が 大 切 に さ れ る 。（ カ ル キ ン ズ 訳 本 20 1 6、 p . 3 6）。  
ア ト ウ ェ ル は 、ラ イ テ ィ ン グ /リ ー デ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ
で は 、教 室 で よ く み ら れ る よ う な 商 業 ベ ー ス の プ ロ グ ラ ム や 教
科 書 、暗 記 用 語 彙 リ ス ト 、文 法 の 授 業 、読 書 感 想 文 の 代 わ り に 、
書 く こ と や 読 む こ と に 夢 中 に な る こ と 、ミ ニ ・ レ ッ ス ン 、詩 を
し っ か り 読 む こ と 、多 様 な ジ ャ ン ル の 学 習 、レ タ ー・エ ッ セ イ 、
校 正 の 方 法 、個 別 化 さ れ た カ ン フ ァ レ ン ス が あ り 、こ れ ら は コ
モ ン コ ア を 補 っ て あ ま り あ る 、と 主 張 し て い る（ ア ト ウ ェ ル 訳
書 20 1 8、 p . 7 0）。 ア ト ウ ェ ル の 主 張 は 、 コ モ ン コ ア の 下 で 「 リ
テ ラ シ ー 」と し て 他 教 科 な ど で も「 情 報 を 読 み 取 る 力 」が 強 調
さ れ て い る 中 で 、国 語 科 独 自 の「 リ テ ラ シ ー 」の 在 り 方 を 示 す
も の で あ る 。  
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 ア ト ウ ェ ル の 学 校 で イ ン タ ー ン 生 と し て 4 日 間 の 観 察 を 行
い 、ア ト ウ ェ ル の 翻 訳・実 践 に 取 り 組 ん で い る 澤 田（ 20 1 7）は 、
日 本 で は 読 解 と 読 書 の 二 分 法 に よ り 、授 業 で は 読 解 指 導 が 中 心
に 進 ん で き た こ と 、学 校 図 書 館 が カ リ キ ュ ラ ム と 分 断 さ れ 曖 昧
な 存 在 と な っ て い っ た こ と に 触 れ 、こ の 分 断 を 超 え る も の と し
て 、生 徒 の 個 別 の 自 由 読 書 を 核 と す る リ ー デ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ
ョ ッ プ を 紹 介 し て い る 。ま た 、そ の 実 際 に 行 う こ と で 、日 本 の
教 室 に あ っ た 形 の 実 践 が 形 作 ら れ 始 め て い る（ プ ロ ジ ェ ク ト ・
ワ ー ク シ ョ ッ プ 編 20 1 4）。 澤 田 は 、 日 本 で の 実 践 に つ き 、「 本
を 楽 し ん で 読 む 経 験 」「 教 師 の 観 察 と 指 導 の 下 に 行 わ れ る 個 別
学 習 」に 焦 点 を 当 て て 観 察 し た 結 果 、生 徒 が 様 々 な ジ ャ ン ル の
本 を 選 び 楽 し む 様 子 や 、お 互 い の 読 書 経 験 に 関 与 し 合 う 様 子 が
報 告 さ れ て い る （ 勝 田 ・ 澤 田 20 1 8）。  
 
2 . 3  ル ー シ ー ・ カ ル キ ン ズ の モ デ ル  
米 国 で は 、 19 8 0 年 代 に ド ナ ル ド ・ グ レ イ ヴ ス ト ド ナ ル ド ・
マ レ ー に よ り 、ラ イ テ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ の 取 り 組 み が 始
ま っ て い た 。 ル ー シ ー ・ カ ル キ ン ズ も 、 彼 ら の 「 書 く こ と に つ
い て の 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 」に 取 り 組 ん だ 経 験 か ら 、リ ー デ ィ ン
グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ の 取 り 組 み 方 を 形 作 っ て い っ た（ ア ト ウ ェ
ル 訳 書 20 1 8 ,  p . 2 7）。  
ル ー シ ー ・ カ ル キ ン ズ （ 訳 書 20 1 6） の モ デ ル で は 、 最 初 に
ミ ニ ・ レ ッ ス ン が 行 わ れ 、 そ の 後 、 一 対 一 、 一 対 二 、 も し く は
小 グ ル ー プ で の カ ン フ ァ レ ン ス 、必 要 に 応 じ て 全 体 へ の 説 明 が
行 わ れ る が 、生 徒 が 自 分 の 力 で 読 み に 没 頭 す る こ と が 中 心 に あ
り 、授 業 の 最 後 で は 、生 徒 が そ の 本 に つ い て メ モ 書 き を 付 箋 に
書 い て 本 に 貼 り 、教 員 が 気 づ い た こ と 、良 い 読 み や 学 び の シ ェ
ア を し た 後 で 、生 徒 同 士 で 気 に 入 っ た 箇 所 を 紹 介 す る な ど の 共
有 を し て 終 わ る 、と い う 流 れ で あ る 。生 徒 が 読 書 家 と し て 育 っ
て く る と 、ブ ッ ク ・ ク ラ ブ の よ う に 、同 じ 本 を 読 ん だ 生 徒 同 士
で 話 し 合 う こ と で 、よ り 深 い 学 び に 至 る 場 が 設 け ら れ る  4 )。こ
う し た 学 び の ス タ イ ル は 、大 学 の 研 究 室 で 同 じ 本 を 読 み あ い 議
論 す る 様 子 に 似 て い る 。ま た 、カ ル キ ン ズ は 気 軽 に お 互 い の 教
室 に 入 り 、ど の よ う な こ と を や っ て い る か を 積 極 的 に 学 び あ う
こ と を 推 奨 し て い る  5 )。  
 小 学 校 低 学 年 で は ブ ッ ク ・ パ ー ト ナ ー と 一 緒 に 読 む こ と や 、
ワ ー ク シ ョ ッ プ に 対 す る 自 己 評 価 基 準 な ど が 示 さ れ て い る 。ま
た 、 ミ ニ ・ レ ッ ス ン を 提 示 し た 後 に 「 実 際 に 試 す 」 時 間 が と ら
れ て い る 。そ の 他 、付 箋 を 活 用 し て 話 し 合 っ た り 、書 く こ と で 、
読 み と 思 考 を 深 め る 方 法 を 提 示 す る （ 同 、 p. 7 5 , 7 7 , 8 5 , 2 0 1）。  
 カ ル キ ン ズ は 、「 ラ イ テ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ に お い て 、
評 価 基 準 に 基 づ き 生 徒 が ど れ だ け 成 長 し た か と い う 観 点 で フ
ィ ー ド バ ッ ク を 丁 寧 に 行 う こ と で 生 徒 の 書 く 力 は 伸 び る 。そ れ
は 、コ モ ン コ ア の 重 要 視 し て い る と こ ろ と 一 致 し て い る 」と コ
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メ ン ト し て お り 、コ モ ン コ ア の 影 響 を 無 視 で き な い 様 子 も 伺 え
る  6 )。  
 ナ ン シ ー ・ ア ト ウ ェ ル の 『 イ ン ・ ザ ・ ミ ド ル 』 な ど 、 ラ イ テ
ィ ン グ /リ ー デ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ に 関 す る 翻 訳 に か か わ
っ て い る 小 坂（ 20 1 9）は  外 国 語 と し て の 英 語 学 習 に 応 用 し て
い る 。ミ ニ ・ レ ッ ス ン に 着 目 し 、読 む 楽 し さ と 読 み 方 を 知 っ て
い る 大 人 が 、学 習 者 が 自 分 一 人 で そ れ を で き る よ う に な る よ う
な 関 わ り 方 を す る こ と の 重 要 性 を 指 摘 し て い る （ p. 9 6）  
 こ の よ う に 、カ ル キ ン ズ の リ ー デ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ の
モ デ ル は 、授 業 の 冒 頭 で ミ ニ ・ レ ッ ス ン を 行 っ た り 、カ ン フ ァ
レ ン ス を 行 っ た り 、読 書 ペ ア や グ ル ー プ を 形 成 し た り す る 点 で
ア ト ウ ェ ル の 形 態 と 共 通 す る 点 は 多 い 。 ア ト ウ ェ ル の 実 践 が 、
生 徒 が 夢 中 に な っ て い る か や 、個 人 ご と の 言 葉 が け 色 合 い が 強
い よ う に 見 え る の に 対 し 、カ ル キ ン ズ の 場 合 は 付 箋 や 評 価 基 準
の 活 用 な ど や や シ ス テ マ テ ィ ッ ク な 部 分 が 見 え る の は 、ア ト ウ
ェ ル が 自 分 の 教 室 の 風 景 を 描 写 し て い る の に 対 し 、カ ル キ ン ズ
は プ ロ ジ ェ ク ト の リ ー ダ ー と し て 関 わ っ て い る と い う 立 場 の
違 い で あ ろ う 。で は 、実 際 に カ ル キ ン ズ の モ デ ル は ど の よ う に
取 り 組 ま れ て い る の だ ろ う か 。 そ の 実 践 の 様 子 を 見 て み よ う 。 
 
3 .  調 査 結 果  
 
3 . 1  調 査 校 の 概 要  
米 国 ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ 州 に あ る ケ イ プ・フ ィ ア ー 探 究 セ ン タ
ー （ Ca p e  F e a r  C e n t e r  f o r  I n q u i r y ,  以 下 C F C I） は 、 教 職 課
程 を 持 つ 大 学 の 教 員 た ち が デ ュ ー イ の 教 育 哲 学 を も と に 創 設
し た チ ャ ー タ ー ス ー ル で あ り 、幼 稚 園 か ら 中 学 校（ K- 8）ま で 、
一 学 年 20 人 前 後 の 規 模 で あ る 。 そ の 創 設 メ ン バ ー の 一 人 で あ
る 教 員 は 、ホ ー ル ・ ラ ン グ ウ ェ ッ ジ の 研 究 者 で あ り 、同 校 を 筆
者 に 紹 介 し て く れ た 。 以 下 は 、 20 1 9 年 9 月 1 6 日 に リ ー デ ィ ン
グ・ワ ー ク シ ョ ッ プ の 授 業 観 察 を 目 的 と し て 訪 問 し た 内 容 で あ
る 。 な お 、 同 校 に は 20 1 7 年 9 月 8 日 に 探 究 を ベ ー ス と し た カ
リ キ ュ ラ ム の 調 査 を 目 的 に 訪 れ て お り 、観 察 し た 内 容 を 研 究 報
告 す る こ と に つ い て は 了 承 を 得 て い る 。  
カ リ キ ュ ラ ム の コ ン セ プ ト は 、ル ー シ ー ・ カ ル キ ン ズ が 前 書
き を 寄 せ て い る 『 Le a r n i n g  f o r  R e a l』（ M i l l s 2 0 1 4） と い う 本
が 元 と な っ て い る 。リ ー デ ィ ン グ ・ ラ イ テ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ
ッ プ と 、理 科 や 社 会 な ど の 教 科 横 断 型 カ リ キ ュ ラ ム を 結 び つ け
る こ と で 、生 徒 が「 真 正 の 文 脈 」の 中 で 学 ぶ こ と が 目 指 さ れ て
い る（ 同 、 p. 3）。同 書 の も と と な っ て い る サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ 州
の チ ャ ー タ ー ス ク ー ル と は 、頻 繁 に 校 長 や 教 員 が 行 き 来 す る 関
係 で あ る 。 以 下 、 6 年 生 の 言 語 技 術 の 授 業 に お い て 、 リ ー デ ィ
ン グ・ワ ー ク シ ョ ッ プ が ど の よ う に 位 置 づ い て い る か を 見 て み




3 . 2  各 学 年 で の 国 語 授 業  
 ま ず 、 各 学 年 で の 日 本 の 国 語 の 時 間 に 相 当 す る 言 語 技 術
（ La n g u a g e  A r t s） の 授 業 の 様 子 を 見 て み よ う 。 幼 稚 園 で は 、
曜 日 や ア ル フ ァ ベ ッ ト を 覚 え る た め の 歌 を 歌 っ た 後 、ラ イ テ ィ
ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ に 取 り 組 む 。 1 年 生 で は 、 様 々 な 活 動 を
用 意 し た 島 （ st a t i o n） で 子 ど も た ち が 作 業 を 行 う ス テ ー シ ョ
ン ワ ー ク に 取 り 組 ん で い た 。指 定 し た 子 音 を 使 う 言 葉 の イ ラ ス
ト を 切 り 貼 り す る 、同 じ 発 音 の 言 葉 を 書 く 、と い う も の で あ る 。
そ の 間 、先 生 の 前 で 本 を 読 む な ど の カ ン フ ァ レ ン ス を 行 う 。こ
の よ う に 、低 学 年 で は 遊 び や 活 動 を 中 心 と し た 学 習 と な っ て お
り 、「 文 字 を 読 む 」 と い う 直 接 的 な 指 導 で は な く 、 個 別 の カ ン
フ ァ レ ン ス が 指 導 の 中 心 と な っ て い る 。  
一 方 、 中 学 年 以 降 と な る と 、「 読 み 聞 か せ 」 と 「 対 話 」 の 授
業 ス タ イ ル と な っ て い く 。 4 年 生 で は 、 教 師 が ゆ っ た り と し た
大 き な 椅 子 に 腰 か け て 本 を 読 み 、生 徒 が カ ー ペ ッ ト や ソ フ ァ に
思 い 思 い に 座 り 、そ れ を 聞 く 。教 師 は 、主 人 公 や 中 心 と な る 問
題 を 質 問 し 、生 徒 は テ キ ス ト を 根 拠 に 応 え る 。好 き な 章 に つ い
て 答 え た り 、比 喩 の 読 み と り な ど が 行 わ れ て い た 。机 に 向 か っ
て 板 書 を 書 き 写 す 、と い う 時 間 は な い 。教 師 と 生 徒 が 、本 を 介
し て 対 話 す る こ と が 中 心 の 授 業 で あ り 、「 本 を 読 む 」 と い う こ
と を 大 事 に す る 雰 囲 気 で あ っ た 。 5 年 生 で は プ ロ ジ ェ ク ト 学 習
が 行 わ れ て い た 。 教 師 は ソ フ ァ ー に 腰 か け 、 本 を 読 み 上 げ る 。
カ ー ペ ッ ト で 寝 そ べ っ て 聞 く 生 徒 も い る 。「 gr a t i t u d e っ て 良
い 言 葉 だ と 思 わ な い か い ？ 」と 、教 師 は 時 折 コ メ ン ト や 質 問 を
話 し な が ら 15 分 ほ ど 読 み 上 げ 、 生 徒 は わ か ら な か っ た 言 葉 や
気 に 入 っ た 言 葉 を ch r o m e  b o o k に 入 力 す る 。 4 週 間 ほ ど か け て
一 冊 を 読 み 上 げ る と い う こ と だ 。そ の 後 、自 分 で そ の 本 に 関 す
る 作 品 を 制 作 す る 。 パ ワ ー ポ イ ン ト 、 ジ オ ラ マ 、 レ ビ ュ ー 、 漫
画 、ア ウ ト プ ッ ト の 方 法 は 幅 広 い 。教 員 は「 教 師 は 情 報 を 与 え
る だ け 。運 転 と 同 じ で 、ど こ に 行 く か 、何 を す る か は 生 徒 が 決
め る べ き 」 と 話 し て く れ た 。  
 
3 . 3  6 年 生 の リ ー デ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ  
次 に 、 6 年 生 の 授 業 に つ い て 見 て み よ う 。 以 下 は 、 6 年 生 の
一 日 の ス ケ ジ ュ ー ル で あ る 。朝 学 習 の 時 間 は 、基 本 的 な ス キ ル
を 身 に つ け る た め 、習 熟 度 別 に 分 か れ て 行 う 。学 力 的 に 厳 し い
層 に は 集 中 授 業 、中 間 層 に は 補 充 課 題 、上 位 層 は 読 書 や 作 文 を
行 う 。 6 年 生 の 学 力 判 定 テ ス ト の 結 果 を 見 る と 、 他 学 年 を 含 む
同 校 の 46 人 が 受 験 し 5 人 が 不 合 格 と な っ た テ ス ト で 、 最 も 学
力 の 厳 し い 層 の う ち 4 人 が 基 準 に 達 し て い る と い う こ と で 、一
定 の 結 果 が 出 て い る と 評 価 し て い た 。  
1 コ マ 目 で 言 語 技 術 を 受 け て い る 間 、 ク ラ ス の 半 分 は 理 科 を
受 け 、 4 コ マ 目 は 受 け る 教 科 が 交 代 と な る 。 以 下 は 、 4 コ マ 目
の 言 語 技 術 の 授 業 で の 様 子 で あ る 。教 員 は 古 代 の 市 民 化 を 専 門
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と し て お り 、 学 校 の 敷 地 を メ ソ ポ タ ミ ア 時 代 の 地 理 に 見 立 て 、
自 分 が そ の 時 代 な ら ど こ に 住 む か を 考 え て 探 索 し 、話 し 合 う と
い っ た 取 り 組 み や 、「 選 挙 権 年 齢 は 引 き 下 げ ら れ る べ き か 」 な
ど の テ ー マ に つ い て 賛 成 意 見 と 反 対 意 見 が 掲 載 さ れ た 雑 誌 を
用 い た デ ィ ベ ー ト の 授 業 な ど 、社 会 科 と 言 語 技 術 を 横 断 し た 授
業 づ く り な ど も 行 っ て い た 。  
 
表 １ .6 年 生 の 一 日  
8 : 0 5 - 8 : 2 0  ホ ー ム ル ー ム (a d v i s o r y )  
8 : 2 5 - 9 : 0 8  朝 学 習 （ En r i c h m e n t  B l o c k）  
9 : 1 0 - 9 : 5 5  特 別 授 業 1（ 朝 ）  
1 0 : 0 0 - 1 0 : 5 0  1 コ マ 目  言 語 技 術 /理 科  
1 0 : 5 5 - 1 1 : 4 0  2 コ マ 目  数 学 /社 会  
1 1 : 4 0 - 1 2 : 0 5  昼 食  
1 2 : 0 5 - 1 2 : 5 5  3 コ マ 目  数 学 /社 会  
1 2 : 5 5 - 1 3 : 4 5  4 コ マ 目  言 語 技 術 /理 科  
1 3 : 4 5 - 1 4 : 1 5  休 憩  
1 4 : 1 5 - 1 5 : 0 0  特 別 授 業 2（ 午 後 ）  
 
 リ ー デ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ が 始 ま る と 、 子 ど も た ち は 7
つ の 島 に 分 か れ 、各 々 が 選 ん だ 本 を 読 み 始 め る 。教 員 が 巡 回 し 、
本 の タ イ ト ル や ペ ー ジ な ど の メ モ を 取 り 、一 言 、二 言 、会 話 を
交 わ す 。  
毎 週 宿 題 が 出 さ れ て お り 、読 書 記 録 に 、何 時 間 ・ 何 ペ ー ジ 読
ん だ か を 記 録 し 、保 護 者 に 課 題 が 出 さ れ て い る 。同 じ 本 を 読 み
と お す こ と 、漫 画 な ど 一 つ の ジ ャ ン ル に 偏 ら な い こ と な ど の 注
意 書 き が 見 ら れ る 。 ま た 、 指 定 図 書 の 読 書 記 録 も あ り 、 毎 晩
15 分 、 一 週 間 に 一 時 間 以 上 の 読 書 が 期 待 さ れ て お り 、 一 週 間
で 読 ん だ 時 間 、 ペ ー ジ 数 に つ い て 保 護 者 が サ イ ン を す る 。 2 時
間 で あ れ ば 10 点 、 1. 5 時 間 で 9 点 、 1 時 間 で 8 点 、 1 時 間 以 下
は 6 点 、 30 分 以 下 は 2 点 と さ れ る 。  
 今 回 観 察 し た 授 業 で は 、冒 頭 で チ ェ ッ ク ・ イ ン が 行 わ れ て い
る こ と 、生 徒 が 自 由 に 本 を 選 び 読 ん で い る 点 で は 、先 行 研 究 で
見 て き た よ う な リ ー デ ィ ン グ・ワ ー ク シ ョ ッ プ の 形 式 に の っ と
っ た も の で あ る が 、ミ ニ ・ レ ッ ス ン が な く 、カ ン フ ァ レ ン ス 中
心 に 行 わ れ て い た 。 こ れ は 、 6 年 生 の 新 学 期 で あ っ た こ と や 、
筆 者 が 観 察 し た 際 に た ま た ま 行 わ れ な か っ た 、と い う こ と も 考
え ら れ る 。し か し 、全 体 と し て 、生 徒 の 主 体 的 な 選 択 や 学 習 を
重 視 し て い る 、 と い う 点 で は 共 通 し て い る 。  
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な お 、教 員 は 、も っ と ラ イ テ ィ ン グ に 力 を 入 れ た い が 、コ モ
ン コ ア が リ ー デ ィ ン グ を 求 め る た め 、そ ち ら に 時 間 を 割 か ざ る
を 得 な い と い う 葛 藤 を 抱 え て い た 。  
C F C I の 事 例 か ら 、次 の こ と が 言 え る 。ま ず 、学 年 を 通 し て 、
一 斉 教 授 型 で な く 、 生 徒 が 活 動 を 選 ぶ ス テ ー シ ョ ン ワ ー ク や 、
本 を テ ー マ と し た プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 な ど の 取 り 組 み が 行 わ れ
て い る こ と で 、生 徒 が 自 分 で 選 び 本 を 読 む こ と を 核 と す る リ ー
デ ィ ン グ・ワ ー ク シ ョ ッ プ の 素 地 が 培 わ れ て い る と い う こ と だ 。
た だ し 、 低 学 年 で の 基 本 的 な 読 み 方 の 指 導 や 、 6 年 生 で の 補 充
授 業 な ど フ ォ ロ ー 体 制 も 考 え ら れ て い た 。こ こ に は 、コ モ ン コ
ア の 影 響 や 保 護 者 の 要 求 も み ら れ る 。 そ の た め 、 リ ー デ ィ ン
グ・ワ ー ク シ ョ ッ プ で あ っ て も 、指 定 図 書 を 課 す と い う こ と や 、
ラ イ テ ィ ン グ・ワ ー ク シ ョ ッ プ に 十 分 な 時 間 が と れ な い と い う
様 子 も う か が え た 7 )  。  
 
4 .  考 察  
 
 日 本 の 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 に よ り 、情 報 リ テ ラ シ ー の 向 上 や 、
情 報 を 関 連 づ け て 考 え を 構 成 す る 力 が 求 め ら れ て い る 。し か し 、
何 の た め に 思 考 す る か と い う 意 味 を 付 与 す る こ と や 、そ の 目 的
の よ さ ・ 正 し さ ・ 美 し さ を 判 断 す る こ と は 、 人 工 知 能 に な い 、
人 間 固 有 の 力 で あ る 。 ま た 、 他 教 科 を 読 み 解 く 「 リ テ ラ シ ー 」
や 言 語 活 動 の 充 実 の 土 台 と し て だ け で な く 、国 語 科 固 有 の 目 標
と し て 、「 言 葉 」 そ の も の を 学 習 対 象 と す る 国 語 教 育 に つ い て
考 え る 必 要 が あ る 。 そ こ で 、 本 稿 で は 、 同 じ く 、 グ ロ ー バ ル 市
場 の 要 請 と い う 文 脈 で 国 語 教 育 が 取 り 込 ま れ る 中 で 、改 め て そ
の 固 有 性 を 保 と う と す る リ ー デ ィ ン グ・ワ ー ク シ ョ ッ プ の 取 り
組 み に 着 目 し 、 そ の 授 業 を 見 て き た 。  
 観 察 し た チ ャ ー タ ー ス ク ー ル で リ ー デ ィ ン グ・ワ ー ク シ ョ ッ
プ が 取 り 組 ま れ た 背 景 に は 、同 校 の 創 立 理 念 に デ ュ ー イ を 系 譜
と す る 進 歩 主 義 教 育 の 考 え 方 が 反 映 さ れ て い た り 、生 活 経 験 に
根 差 し て 他 者 や 環 境 と の 相 互 作 用 の 中 で テ キ ス ト か ら 意 味 を
生 成 す る こ と を 志 向 す る ホ ー ル・ラ ン グ ウ ェ ッ ジ の 考 え 方 が あ
っ た こ と を 確 認 し た 。こ う し た 考 え 方 に 根 差 し 、小 学 校 低 学 年
ま で の 国 語 の 授 業 は 、テ キ ス ト の 読 み 方 を 教 え る 、と い う 形 態
で は な く 、遊 び や 活 動 の 中 で 言 葉 に 親 し む こ と と 、教 員 と の 個
別 の カ ン フ ァ レ ン ス を 通 じ て 指 導 す る と い う 形 態 が と ら れ て
い た 。  
こ の よ う な 経 験 を も と に 、中 学 年 に な る と「 読 み 聞 か せ 」を
中 心 と し て 、教 師 と 生 徒 と の 和 や か な 対 話 の 中 で 、テ キ ス ト の
読 み と り や 意 味 付 け が 行 わ れ る 授 業 と な っ て い た 。ま た 、高 学
年 に あ が る に つ れ て 、一 冊 の 本 を 読 み 上 げ 、そ の 本 を も と に 自
分 で も 作 品 を 仕 上 げ る な ど 、様 々 な 表 現 方 法 で 成 果 を 発 表 す る
プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 が 行 わ れ て い た 。教 員 は 、授 業 を 車 の 運 転 に
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例 え 、情 報 は 与 え ナ ビ ゲ ー シ ョ ン す る が 、ど こ に 行 く の か を 決
め た り 、実 際 に 運 転 す る の は 生 徒 だ と 位 置 づ け て お り 、生 徒 の
主 体 性 が 重 視 さ れ た 。  
 6 年 生 で は 、 カ ル キ ン ズ の モ デ ル に 沿 い 、 教 員 は チ ェ ッ ク イ
ン で 生 徒 の 読 ん で い る 本 や ペ ー ジ を 確 認 し 、一 人 一 人 に 言 葉 を
か け て い た 。担 当 し た 教 員 は 社 会 科 と の 教 科 横 断 的 な 授 業 づ く
り に も 取 り 組 む な ど 、教 科 の 枠 に と ら わ れ な い 指 導 に も 関 心 を
寄 せ て い た が 、コ モ ン コ ア が リ ー デ ィ ン グ ス キ ル を 重 視 す る た
め 、指 定 図 書 を 課 し た り 、ラ イ テ ィ ン グ に 力 を 入 れ た い が 時 間
を 割 け な い な ど の ジ レ ン マ も 見 ら れ た 。ま た 、朝 学 習 で 基 礎 的
な 読 解 指 導 を 行 い 、 学 力 保 障 を 行 っ て い た 。  
 カ ル キ ン ズ の モ デ ル で 授 業 を 行 っ て い た の は 6 年 生 だ け で
あ っ た が 、こ の よ う な 生 徒 が 自 律 的 に 読 書 活 動 を 行 う た め に は 、
低 学 年 の う ち か ら 、自 分 で 活 動 を 選 ん だ り 、リ ラ ッ ク ス し た 雰
囲 気 の 中 で 対 話 を 通 じ て 読 書 に 親 し む 、自 分 な り の 表 現 方 法 や
自 己 発 揮 が で き る と い う 積 み 重 ね が あ っ た た め だ と 考 え ら れ
る 。そ れ ぞ れ の 授 業 は 同 じ ス タ イ ル で 行 わ れ た も の で は な い が 、
学 校 文 化 の 根 底 に あ る「 探 究 」や 生 徒 の 自 主 性 を 大 切 に す る 雰
囲 気 は 共 通 し て い た 。一 方 で 、事 例 校 の よ う な 小 規 模 の 学 校 で
あ っ て も 、足 並 み を そ ろ え た 一 貫 し た 授 業 ス タ イ ル を 行 う こ と
は 難 し い 側 面 も 見 ら れ た 。  
 日 本 で 児 童 生 徒 が 自 由 に 読 書 す る の は 、「 朝 の 読 書 の 時 間 」
で あ る が 、 直 接 的 な 指 導 が さ れ る こ と は 少 な い 。 一 方 、「 リ ー
デ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ 」で は 、読 書 計 画 や 記 録 に 基 づ く カ
ン フ ァ レ ン ス 、読 ん だ こ と に つ い て 話 し 合 う 時 間 な ど 、自 由 な
読 書 か ら 学 び に つ な が る 仕 掛 け が 用 意 さ れ て い る 。ま ず は 、「 朝
の 読 書 の 時 間 」 の 取 り 組 み を 目 的 的 に 行 っ た り 、「 総 合 的 な 学
習 の 時 間 」な ど を 利 用 し た プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 の 一 貫 と し て 、「 リ
ー デ ィ ン グ・ワ ー ク シ ョ ッ プ 」を 導 入 す る こ と が 考 え ら れ る  7 )。 
 
注 記  
 
1 )   c o m o n n  c o r e  s t a t e  s t a n d a r d s  i n i t i a t i v e ホ ー ム ペ ー ジ  リ テ
ラ シ ー 「 i n t r o d u c t i o n」「 K e y  D e s i g n  C o n s i d e r e t a i o n 」 よ り
h t t p : / / w w w. c o r e s t a n d a r d s . o r g / E L A - L i t e r a c y / i n t r o d u c t i o n / k e
y - d e s i g n - c o n s i d e r a t i o n / ）  
2 )   S c h o l a s t i c 「 A n  O v e r v i e w  o f  R e a d i n g  F i r s t 」
h t t p s : / / w w w. s c h o l a s t i c . c o m / t e a c h e r s / a r t i c l e s / t e a c h i n g - c o n t
e n t / o v e r v i e w - r e a d i n g - f i r s t /  
3 )   ホ ー ル ラ ン グ ウ ェ ッ ジ は お 金 を 出 し て 買 え る よ う な 特 定 の プ
ロ グ ラ ム や 指 導 法 を 指 す も の で は な く 、最 初 に 読 解 ス キ ル を 教
え 込 む よ う な こ と を せ ず に 実 際 の 生 活 の 中 で 必 要 に 応 じ て 言
語 を 用 い る 中 で 学 ぶ こ と を 重 視 す る と い っ た 教 育 哲 学 を 指 す
（ N e w m a n 1 9 8 5 ,  p . 1 ）。 そ の 取 り 組 み に は 、 ド ナ ル ド ・ グ レ イ
ブ や ル ー シ ー ・ カ ル キ ン ズ の 取 り 組 み が 参 照 さ れ て お り 、 教 師
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の 役 割 は 「 聞 く 」 で あ る と い う こ と や 、 生 徒 が 書 い て い る と き
の 質 問 の 仕 方 の 重 要 性 、生 徒 同 士 の ピ ア カ ン フ ァ レ ン ス は お 互
い が 安 心 し て 話 せ る 雰 囲 気 づ く り が で き て 初 め て 機 能 す る こ
と な ど に 触 れ て い る （ 同 、 p . 1 2 5 ）。 ア メ リ カ で は 、 個 人 の 外 部
に あ る 情 報 を 内 面 化 す る こ と で 知 識 を 獲 得 す る と い う 行 動 論
に 対 し 、 ピ ア ジ ェ や ヴ ィ ゴ ツ キ ー の 構 成 論 に 基 礎 を 置 き 、 知 識
を 他 者 や 環 境 と の 相 互 作 用 を 通 し て 内 部 で 構 成 さ れ る と 主 張
す る ホ ー ル ラ ン ゲ ー ジ 教 育 が 1 9 7 0 年 代 後 半 か ら 主 張 さ れ 始 め
た 。 読 み 書 き の 学 習 を 階 層 的 個 別 的 な ス キ ル に 分 け 、 教 科 書 や
ワ ー ク ブ ッ ク に よ り 読 み 書 き の 方 法 を 教 え る の で な く 、読 み 書
き の 学 習 を 全 体 的 な も の と 捉 え 、実 生 活 に 密 着 し た 目 的 の た め
に 学 ぶ 工 夫 が な さ れ た 。し か し 、9 0 年 代 に 入 る と 、ホ ー ル ラ ン
ゲ ー ジ 教 育 は シ ス テ マ テ ィ ッ ク な ア プ ロ ー チ や 理 論 的 裏 付 け
に 乏 し い と い う 行 動 主 義 派 か ら の 攻 撃 に あ り 減 退 し た 。（ 加 藤
他 2 0 1 8 、p . 1 3 3 ）一 方 で 、1 9 9 6 年 に カ リ フ ォ ル ニ ア 州 で 生 ま れ
た 、フ ォ ニ ッ ク ス と ホ ー ル ラ ン ゲ ー ジ 教 育 を 合 わ せ た バ ラ ン ス
ト リ テ ラ シ ー 教 育 ( b a l a n c e d  l i t e r a c y  i n s t r u c t i o n )も 着 目 さ れ
て い る 。 バ ラ ン ス ト リ テ ラ シ ー 教 育 で は 、「 私 が す る 、 み ん な
で す る 、 あ な た が す る 」 を 共 通 の 柱 と し て 、「 読 み 」（ 朗 読 や 小
グ ル ー プ で の 意 見 交 換 、教 師 を 伴 い グ ル ー プ ご と に 同 じ レ ベ ル
の テ キ ス ト を 読 む 、 黙 読 ）、「 書 き 」（ 教 師 と 生 徒 が 構 成 プ ロ セ
ス を 共 有 す る 、 共 同 し て 計 画 し た り 構 成 を 考 え た り 書 く 、 個 々
人 で 書 け る 用 に 小 グ ル ー プ で 指 導 す る 、 個 人 で 書 く ） を 行 う と
と も に 、言 葉 の 学 習 に よ り そ れ ら を 下 支 え す る と い う 枠 組 み と
な っ て い る 。  
4 )   H e i n e m a n n  P u b l i s h i n g の ホ ー ム ペ ー ジ
( h t t p s : / / w w w. h e i n e m a n n . c o m / s e r i e s / 6 0 . a s p x ) か ら 、 書 籍 に 付
随 し た ル ー シ ー ・ カ ル キ ン ズ の 講 義 ビ デ オ を 視 聴 す る こ と が で
き る 。  “ U n i t s  o f  S t u d y  f o r  R e a d i n g :  S t r u c t u r e s  o f  R e a d i n g  
Wo r k s h o p s ”  
h t t p s : / / w w w. y o u t u b e . c o m / w a t c h ? v = c g N 2 W U M W 6 z M & l i s t = P L
x G G A Q H H C k W 6 g c P x c 6 i Q f M d k N x x K Z v E n 3 & i n d e x = 9  
5 )   H e i n e m a n n  P u b l i s h i n g   “ H o w  t o  B e  a  G o o d  R e a d i n g  
Te a c h e r ”  
h t t p s : / / w w w. y o u t u b e . c o m / w a t c h ? v = W J r 7 5 l V T p B 8 & l i s t = P L x
G G A Q H H C k W 6 g c P x c 6 i Q f M d k N x x K Z v E n 3 & i n d e x = 1 0 。  
6 )   Av e n u e s :  T h e  Wo r l d  S c h o o l  ” R e a d i n g  a n d  Wr i t i n g  P r o j e c t  
Wo r k s h o p  -  5  o f  7  ' D e s i g n  o f  Wr i t i n g  S t a n d a r d s ' ”  
h t t p s : / / w w w. y o u t u b e . c o m / w a t c h ? v = m R 5 Q I - 8 m G - Y  
7 )   ま た 、 カ リ キ ュ ラ ム コ ー デ ィ ネ ー タ ー に よ れ ば 、 教 師 に よ っ て
は 専 門 性 を 盾 に し て 「 自 分 の す る こ と に 口 を 出 す な 」 と い う 教
員 も お り 、 必 ず し も 学 校 全 体 で 足 並 み を そ ろ え て リ ー デ ィ ン
グ ・ ラ イ テ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ に 取 り 組 ん で い る わ け で は
な い と い う こ と だ 。 前 年 の 自 然 災 害 の 影 響 も 無 視 で き な い 。 カ
テ ゴ リ ー 5 と い う 、 数 十 年 に 一 度 の 規 模 の ハ リ ケ ー ン ・ フ ロ ー
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レ ン ス が 当 地 を 襲 っ た こ と か ら 、カ リ キ ュ ラ ム に 1 か 月 程 度 の
遅 れ が で た 状 態 が 解 消 さ れ な い ま ま で あ っ た 。 当 時 は 、 被 害 に
あ っ た 教 員 も 多 く 、 避 難 し て い た 生 徒 た ち と 連 絡 を と り 、 救 助
や 支 援 の た め に 動 き 回 る 日 々 が 続 い た 。  
8 )   近 年 は ビ ブ リ オ ・ バ ト ル の 取 り 組 み も 紹 介 さ れ る が 、 リ ー デ ィ
ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ は 誰 か と 競 う の で な く 、 ゆ っ く り と 自 分
な り に 読 み 込 み 、 対 話 し 、 ラ イ テ ィ ン グ ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通
じ て 粘 り 強 く 作 品 を 作 る 過 程 で 学 ぶ 点 が 特 徴 で あ る 。  
9 )   イ ン タ ー ネ ッ ト サ イ ト に つ い て は 、2 0 2 1 年 1 月 2 2 日 に 確 認 し
た 。  
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１．  問題意識 
 
 米国では、Comm o n  C o r e  S t a t e  S t a n d a r d s（以下、コモンコア）が
示されてから、高次の思考力育成をテーマとするカリキュラム改革が行
なわれてきた。 i  
2 0 1 5 年 の 全 米 学 力 テ ス ト （ Nati o n a l  A s s e s s m e n t  o f  
E d u c a t i o n a l  P r o g r e s s :  N A E P）では、12 年生の数学では 4 年生、8
年生ともに低下した。読解では 4 年生は変化が見られないが、8 年生は
やや低下という結果だった i i 。数学では、下位層（10%, 2 5 %）の得点が
低下し、「基本」 (Bas i c ) に届かない生徒が増えた。一方で、上位層
（75%, 9 0 %）の得点は変わっていない。この結果から、カリキュラムの
変革により低位層の学力低下が危惧される。 
こ う し た 状 況 の 中 で 、「 専 門 職 の 学 習 共 同 体 （ Prof e s s i o n a l  
L e a r n i n g  C o m m u n i t i e s、以下 PLCs）」は、新たなカリキュラムに対応
する教材開発、授業研究を行なう場として注目が高まっている。 
「学習共同体」という言葉は、状況的学習論や組織学習論に対する関心















する分散的リーダーシップの発現も見られた（新谷 2014 b）。 
デュフォーの理論を整理した織田（2016）の論考の中で、特に重要な























が関係しているという指摘（露口 2013）や、授業研究の場を PLCs とす
るためにどのようにデザインするか、また授業以外のテーマに広げてい












２．  研究手法 
 
 米国ノースカロライナ州沿岸部のミドルスクールで、PLCs の調査を目
的とし、2017 年 9 月 5 日～8 日にかけてフィールドワークを行った。調
査校の生徒数は 795 人（黒人 166 人、ヒスパニック 134 人、白人 484
人）であるが、訪問時点では申込者が 835 人で調整中とあり、年々増加
している。約 6 割の生徒が昼食減免対象であり、これは州平均（34％）


















 ここで、過去の調査結果について確認しておこう。2009 年から 2012





















る、と結論した（新谷 2015） v。 
これら過去の調査を踏まえ、今回の調査では、①PLCs での議題、②資
料や教材、③メンバーの会話、④校長の介入を観察の軸として設定し
た。6 年生、7 年生、8 年生の ELA、数学、理科、社会の計 11 の PLC s
を観察した（8 年生理科のみ観察していない）。 
 
３．  調査結果  
 
P L C s の取組みはチームごとに違いが見られ、確認テスト（ Comm o n  




も 3〜5 人程度で構成され、6 年生では複数科目を兼任する教員も見られ
た 。 な お 、 全 米 教 職 専 門 基 準 委 員 会 （ Nati o n a l  B o a r d  f o r  
P r o f e s s i o n a l  T e a c h i n g  S t a n d a r d s ）の資格認定を受けた教員には
NBCT 、 AVI D プ ロ グ ラ ム （ Adva n c e m e n t  v i a  I n d i v i d u a l  












合 い な が ら 修 正 し て い く 。「 も う 少 し 語 彙 を し っ か り し た い
な。」という話から、別の教員が語彙テストのパワーポイントを
紹介したり、「S c i e n c e 1 0 1」と名付けられた他学年の教師が作
成した語彙集の活用が検討される。  






っている授業教材の共有が図られていた。 v i i  
また、郡からは示される週間計画のフォーマットは『理解に基づくカ
リキュラム設計』を提唱するウィギンズら（ G . Wi g g i n s & J . M a Ti g h e




どの議題が見られた（同書 p . 3 1 9） v i i i。  





標かなどウィギンズらの示すフォーマット（同書 p . 2 7）に依拠するもの
であるが、下半分の活動計画は、 3 つの活動を簡単に示すものであり、








社会科では、S c h o o l  n e t と呼ばれるサイトにテスト結果を入力する方









ていた x 。  
数学科では、診断的評価としてのテストで、選択肢すべてを選んでい
る生徒をどのように扱うかや、子どもの名前を縦に、各設問の正答率を
横にしたフォーマットの共有が行われ、 4 , 5 年生段階の内容が定着して
いないために次週の計画で復習を入れるかどうかの話し合いが行われ
た。  




の P L C s を渡り歩く。6 年生の P L C s での校長の役割についてみると、
理科では、「大変な子どものことを考えたら、指導主事のドキュメントを
面倒でも探さないといけないわね」と、郡のリソース活用を促したり、

















数学科では、テスト結果を確認した後、F の文字を座標軸に描き 3 倍
した図を答える問題や、2 / 3 マイルを 1 / 2 時間で走ったときの時速、と
いう問題に多くの生徒が苦しんでいたなど、問題分析が行われていた。  
E L A では、郡のペーシングガイドを画面に移しながら、習熟度の高い
クラス（A c a d e m i c a l l y  o r  I n t e l l e c t u a l l y  G i f t e：A I G）の様子や、
そのクラスで扱っている教材について話し合われた。ペーシングガイド
で扱うことになっているマンガで良いものがなかったので別のものを探
した、などの情報提供がされていた。また、「a r t i c l e を新聞記事のこと
だけだと思っている」「文法ができていない」など、6 年生として必要な
学力が身につかないまま 7 年生に上がっているという話から、昨年の 6









めた提案をするが、E L A のリーダー教員（N B C T）は、「線や波線を引
く授業でよいのでは」と、躊躇を見せた。  
E L A には昨年まで 8 年生にいた教員が新しく参加していたが、その教
員がよい質問をすることで会話が引き出されていた。P L C s での討議の
後、廊下で校長と新しく入ったメンバーが立ち話をする場面があった。
校長は、建設的な意見を引き出す質問をしたことを評価すると、新しく








た。討議後、廊下で同じ P L C s のメンバーが校長に「彼のはほとんどコ
ピペ。去年の生徒もついてきていない。」とこぼすと、校長は「彼は歴史
は教えるが、子どもを教えない。声が大きいので誰もノーと言わない。







 8 年生 E L A では、進度確認やクラスごとのテストの平均値と、クラス
の 上 位 ・ 下 位 生 徒 を 議 題 と し て 話 し 合 い が さ れ た 。「 習 熟 」（ 正 答 率
6 0％）から、上に、下に、大きく離れている生徒が確認され、ミスが多
かった問題、少なかった問題が確認される。ここに、 2 0 1 4 年度に訪問
した際のデュフォーのモデルから発展させた P L C s の議題の踏襲を見ら
れた。また、リーダー ( N B C T、AV I D )はしばしば「それは A I G 向けの
クイズ（確認テスト）なのでどうかな？」と、生徒の習熟度にあった確
認テストづくりを促していた。これは 7 年生 P L C s での校長の指摘と同
じである。リーダーは、自分が作成した問題やカリキュラムプランを惜







































画面には、A s s e m e n t  P r o j e c t と呼ばれる郡とは別の数学関連サイトや
M a t h e m a t i c s と呼ばれるオンラインの対戦型数学ゲームの画面など、
それぞれの教員が良いと思って取り組んでいるものが映されている。特

















①P L C s における議題 







徒の確認という議題は、2 0 1 4 年度の P L C s でデュフォーモデルから、
近隣大学で協働して研究開発をする教授が提案したモデルに移行したと
きの P L C s の定型質問の内容を踏襲していた。今回の調査では、 もミ
スが多かった問題、少なかった問題の確認という項目が加わっていた。

























としているが、P L C s 内でも「重要な問い」の共有がなされ、授業の際
には各教室に「重要な問い」がコモンコアの基準とともに貼り出されて
いた。日本の授業研究の場では、授業内での発問研究の比重が高いのに



















③P L C s での会話の様子 






を自由に話し合い、S T I C K s などのワークショップ型授業手法の紹介な
ど、互いの実践や経験、知識を持ち寄り、新たな授業戦略を考えるとい
う、ナレッジマネジメントの意味合いが強い場となっていた。  
 コモンコアにより共通の目標が示されたことや、 2 0 0 2 年からの落ち
こぼれ防止法（N o  C h i l d  L e f t  B e h i n d  A c t s：N C L B 法）の元でテス
ト結果を細かに見ていくことが課されてきたという下地の上に、カリキ
ュラムについては十分に定まらないままに結果のみが重視されるという
環境が、ある種 P L C s の中で創造的な雰囲気をもたらしたとも言える。












料の作成（プレゼンター）については、P L C s のメンバーで長けている
人が担うという様子であった。 
また、P L C s での会話は、メンバーとして一緒に活動する期間が長く
なると冗長性が縮減されるため、教材発注などがスムーズに行われてい
た。新しいメンバーの入った P L C s では、やり方を一から確認しながら
進めることから、冗長度の高い会話となっている様子が見られた。新し
いメンバーが建設的な質問を投げかける場面もあり、P L C s 内の予定調
和的な会話を見直す省察のチャンスともなっていたが、そうした発言を
許す雰囲気を創る上で、校長の同席が影響していたとも考えられる。 
後に、同校における P L C s のデザインの変化をまとめておこう。

















各 P L C s の討議には校長も参画しており、そこでの介入方法を見ると
「 ど う い う や り 方 を す る と い い か し ら ？ 」 と 思 考 を 促 す 質 問 、 他 の
P L C s での話し合いや授業実践の紹介、購入が必要な教材の即時決断、
授業実践に関係する郡のリソースの活用、テストや計画を気にしていな
い教員への注意、若い教員が言いづらいことの代弁、などが見られた。 
特に、様々な P L C s を渡り歩き、ミツバチのように別の P L C s での話
し合いの果実を手渡していくことも校長の重要な役割である。これは、
物理的に動き回れるのが校長だけであるという要素以外の要素も含まれ
る。時間的制約から副校長も校長とは別に P L C s に同席することもあっ


















校長に初めて出会った 2 0 0 8 年時点では、校長は生徒・教員に厳しい
姿勢を見せていた。隣接する高校が P L C s の取り組みで取り上げられ、
郡全体として P L C s に取り組むようになっていった。同校でも P L C s の
取組の後、テスト結果が高まっていったが、コモンコアの導入に伴い、











校長が P L C s に同席する際に見せた支援的リーダーシップや、P L C s
での介入方法は示唆的であるが、特に「私たちはテストのために教える
のではない」という言葉に表れるように、内部アカウンタビリティを構
築するための価値観を示したことは、P L C s の土台となる教師の自律性
を担保する上で重要である。 
 













れる今日において、学校を基盤として単元設計を志向した P L C s のデザ
インは検討に値する。  
また、各 P L C s のリーダーが発揮した分散的リーダーシップの在り方
や、外部のテスト圧力に抗する校長の支援的リーダーシップや学校組織
文化の価値形成への貢献についても参考となる。  
 今後の研究課題として、P L C s の成熟度と当該学年・科目における貧




補記 PLC s の形骸化 
 
2 0 1 9 年 9 月 1 7 日、昨年のハリケーンで訪問できなかった間に、同校
の状況は一変していた。P L C s を導入し、2 0 1 7 年 1 2 月に退職した元校
長と、2 0 1 9 年 9 月に着任したばかりの新校長とで面談し、この間にど
のような状況となったかを共有する。両者は以前から面識があり、元校




P L C s も形だけの取り組み、または全くやっていないという状況であ
り、新しく来た教員同士で顔も知らないという状況になっていた。1 7 人
















食堂に現れた教育長と面談する機会があったので、郡全体での P L C s
の取り組みについて確認した。11 月に着任したばかりだという。いろい
ろな学校にふらっとあらわれ、必要なものがないかを確認するのだとい
う。1 日で 5 校を回るため、滞在時間は 1 0 分程度だ。前教育長の元、
郡全体で P L C s に取り組んでいたが、今も校長の集まるミーティングな
どで P L C s は行なっているという。しかし、前教育長ほどの熱意を感じ
る語り口ではなかった。  
 






る。元校長は、そうせずに、 P L C s の中でその教員が自分の課題に築
き、周りから学びながら自己改善することを期待した。P L C s を通じて
形成的評価を毎週共有し、校長がそこに同席し、教員たちに任せながら
も、他の P L C s の状況や役に立ちそうな情報の提供、必要なリソースの
確保を行うことで、コモンコアの導入後の混乱するカリキュラムの中で
も、成績の落ち込みを支えてきた。  
しかし、前校長の元で P L C s が形骸化し、教員個々の取り組みに戻っ
た。問題視されていた教員は結局同校を去った。P L C s が校長の手を離
れ、自律的に活動するためには、分散型リーダーシップを担う教員が必
要となる。8 年生数学では、そうした教員が育たず、また他の P L C s を
支えてきた教員も、元校長の退任後にそれぞれの求めるキャリアに進ん
だことで、2 0 1 9 年時点の動向は岐路に立たされていた。  
 
【新校長の戦略】  
新校長は、1 9 9 2 年に同校でフランス語教員としてキャリアを始めた。
その後、特別支援級の教員などを経て、 2 0 1 5 年には隣接する高校の校
長を務めた。同高校は、郡で P L Cｓを取り組み始めたきっかけとなった
学校であり、全国区の記事でも紹介された。新校長自身もデータに基づ
き考えることを得意とする。 2 0 1 9 年度に同校の校長として着任し、イ
ンタビュー時点では実質２週間が経過したばかりである。  







けば、同校の課題は、３番目の介入（ i n t e r v e n t i o n）に力を注ぎすぎて









新 校 長 は 、 新 た な 戦 略 と し て 、『 1 0  m i n d  f r a m e  f o r  v i s i b l e  
l e a r n i n g』という本を元に、今後の学校経営や P L C s の立て直しを考え
ている。これは、『教育のメタ分析』を元に、データに基づき効果的とさ
れる学校経営の指針を示したものである。今回で課題とされた数学につ
いては、M a t h 1 8 0 という即効性のあるプログラム（ i m e d i a t i o n）を、
障害を持つ生徒に対しては語学学習ソフトで定評のあるロゼッタストー
ン社の L e x i a を教材とすることで対応を図るということだ。  
翌年、生徒が増えすぎた同校は 2 つの学校に分かれることとなった。新







ム設計―「逆向き設計」の理論と方法』日本標準、2 0 1 6 年  
織 田 泰 幸 、「「 学 習 す る 組 織 」 と し て の 学 校 に 関 す る 一 考 察 ( 2 ) A n d y  
H a r g r e a v e s の「専門職の学習共同体」論に注目して」『三重大学教育学部
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4 1 ( 1 )』、2 2 - 2 5、2 0 1 3 年  






J ・スピラーンの「分散型リーダーシップ ( d i s t r i b u t e d  l e a d e r s h i p ) 」理
論の検討」『日本教育経営学会紀要 4 9』、5 2 - 6 6、2 0 0 7 年  
新谷龍太朗、「共通コア州スタンダーズの開発プロセス及び内容－中学校学習
指 導 要 領 と の 比 較 を 踏 ま え て 」『 ア メ リ カ 教 育 学 会 紀 要 ( 2 5 ) 』、 1 5 - 2 7 、
2 0 1 4 年 a 
新谷龍太朗、「米国における「専門職の学習共同体 ( P r o f e s s i o n a l  L e a r n i n g  
C o m m u n i t i e s : P L C s )」の検討 :  デュフォーのモデルを発展させた中学校
の事例を通して」『日本教育経営学会紀要 5 6』、6 8 - 8 1、2 0 1 4 年 b  
新谷龍太朗、米国における「専門職の学習共同体 ( P r o f e s s i o n a l  L e a r n i n g  
C o m m u n i t i e s : P L C s ) の発展段階の検討―ミドルスクールにおけるデュフ
ォーのモデルの受容と課題」、日本教育経営学会第 5 5 回大会発表資料、
2 0 1 5 年 a  
新谷龍太朗、「ミドルスクールにおける共通コア州スタンダーズの展開 －実践
の型としての A d v a n c e m e n t  v i a  I n d i v i d u a l  D e t e r m i n a t i o n ( AV I D )に
着目して－」、アメリカ教育学会第 2 7 回大会発表資料、2 0 1 5 年 b  
田中耕治編著、『時代を拓いた教師たちー戦後教育実践からのメッセージ』日
本標準、2 0 11 年 
千々布 敏弥、「授業研究とプロフェッショナル・ラーニング・コミュニティ構
築の関連 :  国立教育政策研究所「教員の質の向上に関する調査研究」の結
果分析より」『国立教育政策研究所紀要 1 4 3』、2 5 1 - 2 6 1、2 0 1 4 年  
露口健司、「専門的な学習共同体 ( P L C ) が教師の授業力に及ぼす影響のマルチ
レベル分析」『日本教育経営学会紀要 5 5』、6 6 - 8 1、  2 0 1 3 年  
八田幸恵、「リー・ショーマンにおける教師の知識と学習過程に関する理論の
展開」『教育方法学研究 3 5』、  7 1 - 8 1、  2 0 1 0 年  
ピーター・ホーキンズ著、田近秀敏 (監修 )、佐藤志緒 (翻訳 )、『チームコーチ
ング――集団の知恵と力を引き出す技術』、英治出版、2 0 1 2 年  
福畠真治、佐々木織恵、大庭梓、栗田晃宏、「専門職の学習共同体 ( P L C ) の構
成 要 因 に 関 す る 検 討 」『 東 京 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 教 育 行 政 学 論 叢 






















6 年生理科の単元計画 （ 郡 の ペ ー シ ン グ ガ イ ド  8 / 2 8 - 9 / 1 ）  
1  先 週 と 異 な る 授 業 方 法  
2  何 が う ま く 行 っ た か  
3  そ の 授 業 方 法 を 次 回 用 い る た め に 、 学 校 が 何 か 違 う こ と を す る 必 要 が あ る か  
4  今 週 、 違 い を も た ら す 為 に は ど ち ら の 授 業 方 法 を 用 い る べ き か  
単 元 の 要 約 : （ 別 サ イ ト へ ）  
単 元 で 用 い る 語 彙 ：  
S E T 1 :  B i o m e （ 生 物 群 系 ） 、 E c o s y s t e m （ 生 態 系 ） 、 H a b i t a t 、
P o p u l a t i o n 、 C o m m u n i t y 、 F o o d  C h a i n 、 F o o d  We b 、 N i c h e （ 適 所 ）  
基 準 ：  
6 . L . 2 . 3  生 物 群 系 の う ち 、 ど の よ う な 非 生 物 的 要 因 が 光 合 成 を 通 じ て 栄 養 を 作
り 出 す の か を ま と め る  ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ 州 の 基 準 ： （ 別 サ イ ト へ ）  
学 習 目 標 ： 生 態 系 を 通 じ て エ ネ ル ギ ー や 物 質 が ど の よ う に 流 れ て い る か を ま と め
る  
 
 1 日 目  2 日 目  
重 要 な 問 い  生 態 系 に お け る 非 生 物 的 及 び 生
物 的 要 因 が 生 活 に も た ら す 影 響
を ど の よ う に 説 明 で き る か  
太 陽 の エ ネ ル ギ ー が 地 球 上 の す
べ て の 生 命 に 与 え る 影 響 を 、 こ
れ ま で の 知 識 を 用 い て ど の よ う に
予 測 で き る か  
課 題  森 を カ ラ ー リ ン グ す る シ ー ト を 用
い る  
シ ー ト の 絵 に 、 5 つ づ つ 、 生 物 ・
非 生 物 的 要 因 と 、 3 つ の 限 定 的
要 因 を 書 き 加 え る 。 （ 書 き 加 え た
要 因 の み 色 づ け す る ）  
１ ． ペ ア に な り 、 次 の 資 料 に 注 釈
を つ け る 。  
エ ネ ル ギ ー の 作 り 方 （ 別 サ イ ト
へ ）  
２ ． 太 陽 か ら 糖 に な る 光 合 成 の プ
ロ セ ス を 図 解 さ せ る  
ま と め 方  非 生 物 ・ 生 物 の 違 い に つ い て 学
ん だ よ う で あ れ ば 、 ペ ア で 色 付 け
し た 要 因 に つ い て ク イ ズ を 出 さ せ
あ う 。  
太 陽 が 現 れ な い け れ ど も 、 エ ネ
ル ギ ー を 得 る こ と は ど の よ う に し
て 可 能 に な る か を ペ ア で 議 論 す














6 年生 E L A の単元計画 
学 年 ： 6 年 生  （ 教 員 名 ）  単 元 ： プ ロ ッ ト / 話 の 要 素  
授 業 の タ イ ト ル / ト ピ ッ ク ： 話 の 要 素  
基 準 ：  
R L . 6 . 3  テ キ ス ト 内 の 主 と な る 登 場 人 物 や 出 来 事 、 考 え が ど の よ う に 紹 介 ・ 図 解 ・
練 り 上 げ ら れ て い る か を 詳 し く 分 析 す る  
生 徒 が 学 ぶ こ と ：  
・ 多 く の 話 で は 要 素 が 見 つ か る  
・ 話 を 発 展 さ せ る 上 で 、 ど の よ う に 要 素 が 関 連 し
て い る か  
生 徒 が で き る よ う に な る こ と ：  
・ テ キ ス ト を 読 み 、 プ ロ ッ ト の 要
素 の 違 い を 区 別 で き る  
・ プ ロ ッ ト を 発 展 さ せ る 上 で 、 ど
の よ う に 要 素 を 組 み 合 わ せ る か
述 べ ら れ る  
授 業 で の 重 要 な 質 問 ： プ ロ ッ ト を 発 展 さ せ る た め に 、 テ キ ス ト の 特 定 の 要 素 を ど の
よ う に 組 み 合 わ せ る こ と が で き る だ ろ う か ？  
授 業 で の テ キ ス ト / 書 物 / 資 料 ：  
（ 教 師 の パ ワ ー ポ イ ン ト 資 料 へ の リ ン ク ）  
必 要 な も の ：  
活 動 方 法 ： 話 の 要 素 の た め の F l o c a b※1 の 導
入  
教 師 メ モ ：  
重 要 語 句 ：  
・ 説 明 文 （ e x p o s i t i o n ）  
・ ク ラ イ マ ッ ク ス  他  
 
活 動 1 ： パ ワ ー ポ イ ン ト で 説 明 し コ ー ネ ル ノ ー ト  
（ 教 師 の 資 料 に リ ン ク ）  
確 認 方 法 ( A s s e s s m e n t  P r o m p t ) ： ノ ー ト の
要 約  
 
活 動 2 ： ア ニ メ を 使 っ た 短 い 動 画 を 使 う  
確 認 方 法 ： 要 素 を 一 つ 取 り 除 く と 、 プ ロ ッ ト は ど
の よ う に な る か （ e x i t  t i c k e t ）  
 
活 動 3 ： 個 人 演 習 ： 短 い 話 や 詩 を 分 析 し 、 プ ロ ッ
ト の 要 素 に 分 解 す る 。  
確 認 方 法 ： 小 グ ル ー プ で 議 論  
 
課 題 ： 短 い テ キ ス ト を 与 え る 。 小 グ ル ー プ で プ ロ
ッ ト を 発 展 さ せ る 為 に テ キ ス ト の 要 素 を ど の よ う
に 組 み 合 わ せ る か を 図 解 さ せ る 。 生 徒 は 、 登 場
人 物 、 状 況 、 説 明 、 葛 藤 、 ク ラ イ マ ッ ク ス 、 解 決
に つ い て 区 別 し 説 明 す る こ と 。 テ キ ス ト （ 別 リ ン ク






ま と め ： 今 週 欠 席 し た 生 徒 に プ ロ ッ ト の 要 素 を 説
明 す る 。  
 
 
※1  ラ ッ プ な ど の 歌 に 乗 せ て 重 要 語 句 を 説 明  
h t t p s : / / w w w. f l o c a b u l a r y. c o m / u n i t / f i v e t h i n g s / v i d e o /  
※2  ポ ス ト イ ッ ト に 回 答 を 書 い て 教 室 を 出 る  
 
6 年生 E L A の P L C 資料 
P L C ： 6 年 生 E L A  出 席 し た メ ン バ ー ：  
議 題 ： プ ロ ッ ト の 診 断 テ ス ト に つ い て 議 論 す る  
単 元 ： １  日 付 ： 9 / 5 / 1 7  
焦 点 と な る 基 準 ： C C S S . R . L  6 . 1  テ キ ス ト が は っ き り と 述 べ て い る こ と を 支 持 す
る 根 拠 を テ キ ス ト か ら 引 用 す る  （ 他 に 6 . 2  6 . 3  6 . 6 ）  
メ モ ：  
・ 生 徒 デ ー タ の 入 力 を 完 了 す る  な ど  
デ ー タ 分 析 （ 3 人 以 上 の 生 徒 で あ る こ と ）  ※デ ー タ が そ ろ っ て い な い た め 割 愛  
補 習 な ど ：  ※同 上  
次 回 の ミ ー テ ィ ン グ ま で の 目 標 ： 教 え る の に 必 要 な 本 が 十 分 に あ る か  
 
 
i   オバマ政権下の 2 0 1 0 年 6 月にコモンコアの最終版が発表され、各州がコモンコ
アに準じたアセスメント開発コンソーシアム（PA R C C ,  S B A C）に参加し、 2 0 1 3 年
1 2 月には 4 5 州が受け入れた。数学では「広くて浅い」内容から、生活の文脈と関連
づけた高次の思考力を、言語技術（ E n g l i s h  L a n g u a g e  A r t s : E L A ）ではアカデミ
ックで教科横断的な読み書きスキルを重視した基準となっている（新谷 2 0 1 4 a ）。な
お 、 2 0 1 5 年 8 月 に は 4 2 州 に 減 っ て い る 。 2 0 1 5 年 1 2 月 1 0 日 に は
E S E A ( E l e m e n t a r y  a n d  S e c o n d a r y  E d u c a t i o n  A c t ) の 再 改 定 と し て 、
E S S A ( E v e r y  S t u d e n t  S u c c e e d s  A c t ) が承認された。同法は、不利な状況にある
生徒の教育機会を保障することを目的とし、 2 0 1 6 - 1 7 年度から実施される。しかしな
がら、 2 0 1 7 年 1 月 2 0 日に就任したトランプ大統領は、オバマ政権下の政策を反故に
することが多く、同法の内容や実施については今だ定まらないことが多い。  
i i   N A E P の O V E R V I E W ビデオより
h t t p s : / / w w w. n a t i o n s r e p o r t c a r d . g o v / r e a d i n g _ m a t h _ g 1 2 _ 2 0 1 5 /、
h t t p s : / / n c e s . e d . g o v / n a t i o n s r e p o r t c a r d /  3 段階評価
（B a s i c / P r o f i c i e n t / a d v a n c e d）のうち、教科内容を理解したとされる「習熟」
（ p r o f i c i e n t）に達成した割合は、数学（ 2 6 %→ 2 5 %） /読解（ 3 8 %→ 3 7 %）ともに









i i i   また、日本では「総合的な学習の時間」に象徴される 1 9 9 8 年の学習指導要領の










i v   h t t p : / / w w w. n c p u b l i c s c h o o l s . o r g / s r c /  
v   理想モデルの要素をリストアップするのでなく、どのようにしてその理想に近づ
くのかという関心から、「専門職の学習共同体」がどのような段階を踏んで開発されて
いくのかが研究されている。マクラフリン（M c L a u g h l i n）らは、「専門職の学習共
同体」の 3 つの段階を示し、協働の規範を開発する段階から問いかけの規範を開発す
る段階を経て、実践の改善とアカウンタビリティの共有にいたるという軌跡を示して
いる。また、リーバーマン（A . L i e b e r m a n）は、集団アイデンティティや緊張関係
の交渉、共同責任などの視点でその段階を整理している（織田 2 0 1 8）。「専門職の学
習」について述べたショーマン（L . S h u l m a n）は、私的な学習が公的かつ共同的に
なる点にその特徴を認めており（八田 2 0 1 0）、共同体の中での学びの質やテーマの変
化についても着目する必要がある。  
v i   1 9 8 0 年にカリフォルニア州・サンディエゴ統合学区クレアモント・ハイスクー
ルで、M . C .スワンソンが始めた実践で、親が非大卒などの生徒の大学進学をサポート
する授業として、探究や協働、批判的読解力などのアカデミックスキルを重視した授
業を行う。 1 6 か国、 8 0 万人の生徒に影響すると紹介され、研修には毎年 3 万人が参
加、米国内では初等中等教育 4 , 8 3 7 校 高等教育 4 1 校で実践される
（h t t p : / / w w w. a v i d . o r g）。  








v i i i   同校の学区（郡）では、郡全体で P L C s に取り組まれており（調査時に教育長
が交代し、取組みの継続については未確認）、週間計画のフォーマットについては郡か
ら提示されたものを使用していると思われる。校長にフォーマットの根拠を確認する
と、ウィギンズの名前は出て来なかったが、「 B a c k w o r d  D e s i g n （逆向き設計）」の
考え方で行なっている、と答えた。  
i x   この単元がどこに向うか（W h e r e）や、関心を維持するか（H o l d）、鍵となる観







（G . W i g g i n s & J . M a T i g h e 訳書 2 0 1 6、 p . 2 7）。  
x    S c a l e ,  T i t l e ,  I n f o r m a t i o n  f o c u s ,  C o m p a s s & C a r d i n a l  d i r e c t i o n ,  K e y,  




ら」と質問する。 o r g a n i z e r ,  r e s e a r c h e r,  p r e s e n t e r ,  r e p o r t e r ,  a m b a s s a d a r,  
r e c o r d e r,  a r t i s t の役割があり、ブラックの男子生徒は「 I  r e a d  a  b o o k  e v e r y  
d a y,  I  l i k e  t o  r e a d .」と誇らしげに答えていた。  
x i   ニューヨーク市の中間団体でありチャータースクールを運営するなどしている
N e w  V i s i o n s のサイトを参照していたと思われる。  








































ソン（Mary Catherine Swanson）が創設したi。その取り組みの焦点は、WICOR（Writing to 







































































1985年 AVID（C-CAPプロジェクト）が全米レベルで表彰される(National Council of 





































































































































































































































取った話と同様に、AVIDの特徴は、WICORS（Writing, Inquire, Collaborate, 










































































































































ンコアの数学や言語技術で要求されていることについても、「The Write Path 1: 












































































2.1  米国の保育政策 
































地方交付金（Child Care and Development Fund: CCDF）、臨時貧困家庭扶助（Temporary As-









支給された競争的補助金（Race to the top）では、優先課題の一つに「幼児教育の学習成
果を改善するための教育改革」が含まれ、幼児教育に特化した補助金として 2011 年に５億

















1994 年の更新で 0-2 歳を対象とする早期ヘッドスタートが開始され、対象年齢を広げた。
ヘッドスタート補助金を交付されている保育施設は、ヘッドスタートプログラム作業基準
に準拠することが義務付けられており、定期的な査察を受け入れる。また、各クラスにス
タッフ 2 人、内 1 人は準学士以上という基準も設けられている。2006 年の保健・人的サー
ビス省（Department of Health and Human Services:DHHS）のデータでは、67億8577万ドル
の予算がつき、21万3000人のスタッフと136万人のボランティアにより、1万9800の施設

















































スタートは、重要な組織として位置付けられている（Race to the Top Early Learning Chal-
lenge「2014 annual performance report」June 2015, p.9）。基金獲得には、乳幼児期の学習
発達プログラムの質改善や、教育省と保健社会福祉省の共同行政による包括的アプローチ
を含む計画をしている州であることが必要であり、ノースカロライナ州は「NC Founda-


















プ（North Carolina Partnership for Children,Inc.（NCPC）」という、様々なアクターが参
画する非営利団体により運営が移管されたxii。 









1994年 1月に12のパートナーシップでサービス開始 2000万ドルの予算請求 
1995年 11のパートナーシップ追加 
1996年 12 のパートナーシップ追加 人的サービス省から NCPC に機能移管 プロ
グラムの予算管理、契約管理、コンプライアンスの監督、技術的支援な
ど 割当金の3割を保育費補助に使うことが決まる 

















































の基準以外にも、全米基準として、The national association for the education of young 






る環境評価スケール（Early Childhood Environment Rating Scale、ECERS）であるxvii。2つ
目は、2000 年 9 月から州で導入されたノースカロライナ認可システム（NC Star-Rated 
License）であり、スタッフ教育とプログラム基準で評価される。3 つ目は、クラス評価シ





察ツール（Teaching Pyramid Observation Tool:TPOT,for infant-toddler:TRITOS）である。
5つ目は転職率や保育者に対する調査であり、6つ目は子どものパフォーマンスや成長に関





 スマートスタートに参加した子どもは、第 3 学年の読解、算数のテストスコアが良く、
特別支援プログラムを受ける割合も低い。cf)Kennethらの研究（Smart Start and Preschool 
Child Care Quality in NC, March 2003、Kenneth et al. 2014, 2015,2017, デューク大学） 
 2011年 3月のデューク大学xviiiの調査では、早くから参加した子どもほど効果が見られた
ということである。2001 年から撮り始めたデータによれば、質の高いケアを受けている割
合は 33％から 64％に向上し、発達検査を受ける率も 81％から 98％に向上した（スマート
スタートのホームページより http://www.smartstart.org/）。 
 
3.3  ニューハノーバー郡での取り組み 
 ニューハノーバー郡は、州東部の銀行や大学などがある都市であり、18 歳以下の子ども
の21％が貧困状態にある。人口は234473人、5歳以下の子どもは11,489人である（2019年
7月1日 united states census）。州の認可システムを受けている保育サービスは、保育施
設60、家庭型31、計91である。同郡のスマートスタートのパートナーシップ（Smart Start 






サービス内容 実行母体 予算 
行動療法とインク―ジョン ローカル・パートナーシップ 149,264ドル（10％） 
保育料軽減（保育支援） 社会福祉局 840,974ドル（57％） 
保育の資源補助や照会 ローカル・パートナシップ 326,376ドル（22％） 
カリキュラムとアセスメント 学校 36,878ドル（2％） 
教員研修 ローカル・パートナーシップ 122,971ドル（8％） 
 









 寄付団体としては、健康支援団体（American Public Health Association）や歯科医団体
（Delta Dental）、環境保護のための農業開発団体（center for environmental farming 
systems）がある。また、幼児教育支援として、運動と健康（Physical Activity and 












101 家族が保育ケアを受けるための助言を受け、情報開示室には 162 家族と 56 人の保
育者が訪れた。 



















表 3 ニューハノーバー郡スマートスタートの予算（家族支援） 
 
サービス内容 実行母体 予算 
教師としての保護者（保育参画） 地方支部 83,936ドル(29%) 
読解力の向上 図書館 32,051ドル(11%) 
親の本読み活動を支援する訪問指導 図書館 4,851ドル(2%) 
若年保護者支援プログラム 非営利団体 77,793ドル(27%) 










（Dolly Parton's Imagination Library ：DPIL 子どもひとりあたり年間28ドル スポン
サーは本を送付する際のラベルや登録時のパンフレットで宣伝される）や、「前向き子育て
































































































































要 』(11), 2017年、pp.13-23 
Barnett, W.S., Megan, E., Carolan, J.F. and Squires, J.H.(2011)The State of Preschool 2011: 
State Preschool Yearbook, New Brunswick, NJ: National Institute for Early Education Research. 
Kroll, Carolyn K.; Rivest, Michele, Sharing the Stories: Lessons Learned from 5 Years of Smart 
Start., 2000 




クス STARTING STRONGⅢ』（=OECD,2012,Starting Strong III - A Quality Toolbox for Early Child-
hood Education and Care）、 明石書店、2019年 


























































vii Child Care Needs of low-income families: hearing of the committee on ways and means house of rep-
resentatives 100th congress second session 40(1988) statement of Rep.Tauke 




期ヘッドスタート（0－2歳、1994年から※）、NC Pre-K（4歳児 1日 6時間、保育者一人当たり
子ども数は 9人以下）、家庭型（Family Child Care Homes 家族以外の子ども 2人以上 8人未満）
など。認可外として、半日保育（一日 4時間未満、0－5歳、地域や非営利団体による無就業者に対




ix ノースカロライナ州には 287のヘッドスタートプログラムと、109 の早期ヘッドスタートプログラ
ム、ヘッドスタートと早期ヘッドスタートの両方の補助金を獲得しているプログラムが 67ある（幼










xi 1993年 6月州議会「幼児教育と発達法（Early Childhood Education and development initia-









億円程度である（同、p.14）。州の補助金は予算の 11％程度であり（Smart Startホームページ 
FAQ）、寄付団体としては、銀行や通信会社、電力会社、食料支援団体などが名前を連ねている。
実態については、今後確認したい。 




が 3,4歳を対象とする 1日 2.5時間の 2年間の調査であったのに対し、アベセダリアン・プロジェク





xvi  グループサイズなどについては、州の基準があり、12か月までは 5人、12から 24か月が 6人、
2－3歳は 10人、3－4歳は 15人、4－5歳は 20人、学齢期 25人を 低基準としている。なお、全
米幼児教育学会では、4人、5人、7人、10人、10人、12人を基準としている。家庭型の場合、0-5
歳は 5人まで、学齢期は 3人までである。 

















































































が定められ、1994年には、初等中等教育法（Elementary and Secondary Education Act of 
1965、ESEA法）の改正法である「アメリカの学校向上法（Improving America’s School 
Act）」により、就学前支援や保護者支援が付け加えられた。同じくESEA法の改正である
「どの子も置き去りにしない法」（No Child Left Behind Act of 2001:NCLB法）」（Title 
X, Part C）とともに、「ホームレスの教育支援向上法」（McKinney-Vento Homeless 
Education Assistance Improvements Act of 2001））が定められ、法的な要求が強化された
ix。NCLB法後に改正された、2015年の「全ての子どもが成功するための法律」（Every 
Student Succedds Act:ESSA法）（Title IX, Part A）により、公立幼稚園から就学までの
支援などが含まれるようになったx。現在の米国教育省の「ホームレスの子どもと若者のた
めの教育プログラム」（Education for homeless children and youths(EHCY) program）
は、マッキニー・ヴェント法のサブタイトルⅦ-B（42 U.S.C. 11431 ET SEQ）（CHAPTER 
119, SUBCHAPTER VI, Part B: Education for Homeless Children and Youths）xiを根拠法と





















































































Homelessness）、全国ホームレス教育協会（the National Association for the Education 
of Homeless Children and Youth (NAEHCY)）全国ホームレス教育センター（the National 
























































































































































i ホームレスの生活問題とソーシャルワーク 中野加奈子 佛教大学大学院紀要社会福祉学研究科篇 第 
37号 (209年 3月) 
ii アメリカ合衆国におけるホームレスへの政策的取り組みとその実態－ニューヨーク市を事例として
ー 関口玲美 








v U.S. Department of Education, “Education for Homeless Children and Youth Program: Report 
to Congress” (1997). 











（英語）アメリカ合衆国国政調査庁 (2019-9-10) (PDF). Income and Poverty in the United States: 
2018（2018年のアメリカ合衆国の所得と貧困) (Report) 2019年 9月 12日閲覧。 
 ̂（英語）Meghan Henry,他 (2020-01). 2019 AHAR: Part 1 - PIT Estimates of Homelessness in the 
U.S.（2019 AHAR：第 1部 - 米国におけるホームレスのPIT推定) (Report). アメリカ合衆国住宅都市
開発省 2020年 3月 23日閲覧。 
viii米国ワシントン州におけるホームレス政策の資金・データ体系ー連邦政策と州独自の政策の関係に
着目してー 菅原翔太  
ix https://www.federalregister.gov/documents/2016/03/17/2016-06073/mckinney-vento-education-for-
homeless-children-and-youths-program 
x  ESEA法は、1965年に福祉的保障という位置付けから各州の教育政策に影響を与えた。Education 
for Homeless Children and Youth (EHCY) Program https://nche.ed.gov/wp-
content/uploads/2018/12/ehcy_profile.pdf 
xi  From Title 42—THE PUBLIC HEALTH AND WELFARE 
CHAPTER 119—HOMELESS ASSISTANCE 
SUBCHAPTER VI—EDUCATION AND TRAINING 
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スの家庭の子どもなど、支援を必要とする 55 人の子どもや経済的に困窮している 35 家族、ハリ ケ






















































































































































 ２ ） 社 会 経 済 的 に 不 利 な 子 供 に 対 す る 支 援 策 、 と い う 点 で は 、 AVID
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参考資料 1  
中等教育におけるデュフォーの PLCs と「学びの共同体」の比較研究 
 
Comparative study of DuFour’s PLCs and "Manabi-no-kyodotai(School as 













「Professional Learning Communities: PLCs 以下、「専門職の学習共同体」)」
に取り組む事例である。 
日本の事例として選んだ関西圏北部にある北中学校（仮称）では、2007 年 5 
月から 7 月にかけ週に 1 度の参与観察を行い、その後 3 年間は公開授業を中
心に年に 4 回程度訪問している。米国南東部のノースカロライナ州ブルンズウ
ィック郡リランドミドルスクール（以下、「リランドミドル」）において、2013 年 
















Manabi-no-kyodotai （ School 
as learning Community） 








デューイの理解 為すことによって学ぶ 民主主義社会の実現 
学びあいの核 共通の週間授業案の PDCA 授業を省察する語りの共有 
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表1 パフォーマンス評価及び年度末テストの実施時間（6-8年生） 
 ELA/Literacy Math  




８０分 ８５分 ５０分 ５０分 ５０分 ３１５分 
 ELA/Literacy Math   
 Session1 Session2 Session1 Session2 合計 総合計 
年度末評
価 









































































 テスト結果は、「パフォーマンスレベル」(Performance Level Descriptors:PLDs)として
フィードバックされる。評価要素は、「テキストの複雑さのレベル」「正確さの範囲」「証
拠の質」の3つである。「テキストの複雑さ」は、量的な測定と、ルーブリックに基づく質



























































































































of-Grade 3 English Language Arts/Reading Test、Read to Achieve Test）
が行われたり、10年生から11年生では大学進学に向けた ACT テストなどが行わ
れる。また、英語力が不十分な生徒を見つけるためのテスト(W-APT、WIDA 
Screener、ACCESS for ELLs2.0)も行われる。 
 
2018-2019年度 
名前 学年 頻度 時間 実施時期 
秋 
Beginning-of-
Grade 3 English 
Language 
Arts/Reading Test 
3年生 1日 90分 学年開始11-
15日以内 

























Read to Achieve 
Test 








































Read to Achieve 
Test 
3年生 1日 160分 学年 後の
授業10日以
内 






























Read to Achieve 
Test 




※秋と春にも W-APT、WIDA Screener は実施されているが割愛した 





※College and Career Readiness Alternate Assessment(CCRAA)が Pre ACT, 
ACT の代替として示されているが割愛した。実施時期は ACT テストとほぼ同じ
日程で設定されている。 


































































ポール校長の印刷してくれた資料では、English Language Students(ELS), 







ノースカロライナ州では、コモンコアの採択をやめ、 North Carolina 
Standards を採用している。しかし、実情は、コモンコアはその成立過程が政治
的で、反対する人がいることが要因であり、North Carolina Standards の内容
はコモンコアの名前を付け替えただけのものであるということであった。先生
たちが自分の実践や作ったツール、テスト、授業案を共有するためのサイト（NC 
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